
市の財政早分り③　民生費、教育費の内訳を見る

民生費は、市の一般会計経費の５３％、１７０億円を占める。
上のグラフのとおり実に多くの施策がある。　その財源も国の制度によって多様である。

高齢者関係
　　国民健康保険（１２）、後期高齢者保険（９）、介護保険（９）への市の負担が大きいが、国、都からの補助は
　　少ない。但し、これらは特別会計で別に処理されており、そこには、国や都からの負担と、利用者が納める

　　　　多額の保険料が含まれる。　　特別会計の状況は、別資料にて。
子ども関係
　　保育園関係（３６億円）は、国・都の補助（１５億円）もあるが、市の負担割合（１７億円）が大きい。

保育園利用者負担は４億円弱である。
　　児童手当（１４億円）は、７割近くが国の負担だが、児童関係全体（２８億円）では国１２、都８、市８くらいの負担割合
障害者関係 になる。
　　障害者福祉（２５．６億円）は、国の負担が大きい（９億円）が、市（８億円）、都（７.８億円）も三割くらいを負担している
生活保護関係
　　生活保護（３２億円）は、国負担が７割以上ある。
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民生関係職員人件費 

国保、介護保険等への負担 

シルバー・社協への補助金 

民政委員費・地域福祉推進 

老人福祉、総福センター 

障害者支援、福祉手当など 

みのり福祉園 

あけぼの学園 

児童手当 

児童関係その他の手当 

民営保育園補助金 

市立保育園 

子育て支援・母子福祉 

児童館・学童保育 

生活保護 

臨時福祉給付金など 

民生費は市の予算の５３％、その内訳と財源  （２８年度予
算） 

市税等一般財源 国補助金 都補助金 利用者負担等 
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教育委員・職員人件費等 

教育指導費 

小学校費（１０校） 

中学校費（５校） 

社教委員・職員人件費 

団体補助、文化財、青少対等 

放課後子ども教室 

公民館費 

図書館費 

郷土博物館 

体育館等（人件費含む） 

学校給食（人件費含む） 

私立幼稚園補助 

教育費の内訳と財源  （28年度予算） 

市税等一般財源 国補助金 都補助金 借金 その他 
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